
 

 

 

 

 

 

５月３１日、香川大学教育学部から野﨑武司先生

をお招きし、「主体的・対話的に学ぶということ」とい

う演題で、教育創造コースの３年生にご講義いただき

ました。先生のガイドに従い、「離島について考える」

というテーマで「プチ探究型学習」をしてみました。 

アイスブレイキングの後、「小豆島の美しい所をできる

だけ挙げてみよう」という課題に取り組んだり、映像か

らどこの島か当てるゲームをしたりしました。その他、

瀬戸内海には日本全国にある有人島の約半数が存在す

るという事実にみんな驚きの声を上げていました。                               

 瀬戸内海の離島についてみんなの関心が高まった

後、離島にはどのような生活課題があるのかを考えま

した。その際、たくさんある離島にはそれぞれ違う生活

課題が存在し、それを研究するためには島ごとの事情

を調べることが大切であるということを教えていただ

きました。                              

 今日の講義を通して、主体的な学びのためにはまず

学習者にそのテーマに興味を持ってもらうことが大切

だということがわかりました。コース生も今日の講義

を体験して実感できたことと思います。                              

     野﨑武司先生、ありがとうございました！ 

香川大学教育学部からの出前講座①（３年） 

を実施しました 


